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 2002 年、ヨハネスブルグ・サミットで、日本政府が日本の NGO とともに「国連 ESD の
10 年」というものを提唱しました。私もその中心で関わってきたのですが、2005 年から
2014 年の 10 年間にわたって世界中で取り組んできた運動です。その中で、2007 年に日本







候変動の問題です。2015 年 12 月にパリ協定が結ばれましたが、今世紀中に CO2の排出を
ゼロにする、できればマイナスにしていくんだという非常に野心的な国際的な取り決めで
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ジェクト「ESD による地域創生の評価と ESD 地域創生拠点の形成に関する研究」（平成 27
～31 年度 研究代表者・阿部治）を展開しています。ESD による地域創生を目的とした大
学と自治体の覚書締結は、今回が全国で初めての試みです。ESD の実証研究を通じた地域
創生と、それを担う人材育成をめざすとともに、今後、海外を含めたどの地域でもカスタ













（あべ・おさむ 立教大学教授／同 ESD 研究所所長）
